
          【小嶺地区 福祉代表 野中 裕子】 

 日に日に春の訪れを感じられるようになりましたが、高齢者

にとって、急激な寒暖差は大敵です。体調に十分気をつけて頂

くよう、見守りを行っているところです。 

 さて、昨年１１月に、「ひとり暮らしのお楽しみ会」を実施い

たしました。ギター演奏に合わせて歌い、懐かしい気分に浸り

ました。ビンゴゲームでは、拍手の中、うれしそうに景品を受

け取る姿がみられました。３年ぶりに、一歩外に出て、人と出

会い、声を出し笑い合うことの大切さを実感した一日となりま

した。 

 今年の一月は、「認知症の備え」について福祉講座を行い、決

して人ごとではなく、とても参考になりました。「家族にも知っ

てほしい」「友達にも資料をください」と好評でした。 

 ２月には、「模擬捜索訓練」を実施予定です。引き続き、コロ

ナ感染予防対策を行い、福祉協力員の皆さんと心を合わせて、

活動していきたいと思っております。 

 

           【小嶺台地区 福祉代表 伊達 靖】 

 コロナウイルス感染拡大により、多くの区会行事が中止とな

る中、5月に地域の高齢者の方が行方不明になったことを想定

した「徘徊者捜索訓練」を実施しました。事前の計画に基づき、

予定通り不明者を発見することができましたが、捜索に参加し

た半数近くの方が普段は働いており、平日に行方不明者が出た

場合の対応が課題となりました。 

 ９月に区会行事の敬老祝賀会を予定していましたが、残念な

がら三年続けての中止となり、長寿を祝う「記念品」を配布す

ることになりました。 

 １２月、一人暮らしの高齢者を対象に、元市民センター館長

の江口徹さんによる「歌と笑いのワンマンショー」を開催しま

した。時間を短縮し、検温、手指消毒、換気等の感染対策をし

ての開催となりましたが、「楽しかった」「久しぶりに笑った」

という声が聞けてよかったです。 

 コロナ禍で、日常の「ふれあいネットワーク活動」も十分実

施できない状況にあり、一日も早いコロナウイルス感染の収束

を願っています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

    

  ★ 皆さんの心で支える八児の福祉 ★ 

 

            【大平地区 福祉代表 竜田 敬子】 

 子ども達、そして私達が心待ちにしていた、夏休みのラジオ

体操、盆踊り大会が再開されました。 

 コロナ禍で自粛していた毎月第２水曜日の「福祉部会の定例

会」、同じく第三水曜日の「ふれあいサロン」等、少しずつです

が活動を開始しています。 

 年２回の「一人暮らしのお楽しみ会」は、開催されませんで

したが、お弁当を配布しました。 

『お元気ですか』の配布時の声掛けで、年長者、お一人暮ら

しの健康と心の状態の把握を行いました。この活動は今後も続

けて行きたいと思います。 

新年恒例の【どんと焼き】では、福祉協力員、すみれ会、福

寿会の皆さんと 25㎏のさつま芋に一本一本ホイルを捲き、そ

して大平親父クラブの焼き手の力を借り【とても美味しい】焼

き芋が焼き上がり、参加者からは大盛況でした。 

新しき年、令和五年も地域の皆さんと力を合わせ、日々頑張

っていきます。 

         【町上津役地区 福祉代表 後藤 康夫】 

 昨年同様にコロナ感染防止対策の活動となりました。 

① 地域交流活動 

３年ぶりの「山笠」、町上津役公園の改修工事により、初め

て南原公園で行った「どんと焼き」、地域の皆様のご協力で盛

大に実施することが出来ました。 

② 敬老会、一人暮らしお楽しみ会 

今年も、メッセージを添えての記念品配布となりました。 

③ 一人暮らし見守り訪問 

民生児童委員さん・福祉協力員さんのご協力で、毎月 継

続実施しています。 

◎ お願い 

民生児童委員さんの改選が 12 月にありましたが、後任者

が決まらない地区が発生しました。 

民生児童委員・福祉協力員さんは、町内の高齢者・子育て

世帯を訪問し安否確認や相談に応じる見守り活動をされてい

ますが、定員割れは他の委員さんの負担増加になります。ま

た、高齢の委員さんもいます。 

お世話になる町内へ ご協力できる方は、区会・町内会長

へご連絡願います。 
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今年度の取組を振り返って  更なる飛躍を  


